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THE JAPANESE SOCIETY OF PHYCOLOGY 



日 本藻類 学会

日本藻類学会は1952年に設立され，藻学に関心をもち，本会の題旨に賛同する個人及び団体の会員からなる。

本会は定WI刊行物「務類」を年 4回刊行し，会員に無料で頒布する。 普通会員は本年度の年会11t7，0001ヰ(学生

は5，000円)を前納するものとする。 団体会員の会貨は12，000円，賛助会員の会費は l口20，000円とする。

庶務および会計に関する通信は， 602京都市上京区下立売通小川東入 日本藻類学会宛tこ，また 「誌類」

への原稿の送付は 108東京都港区港南4-5-7 東京水産大学有賀祐勝気付 日本藻類学会編集委員会宛にさ

れたし、。

The ]apanesc Socicty of Phycology 

TheJapanese Sociely 01' Phycology， founclecl in 1952， is opcn【oall who are i川 eresteclin any aspect 01' phycology 

Either inclivicluals or organizations may become members of lhe SocielY， The.J apanese.J ournal 01' Phycology (SORUI) 

is publ凶heclquarterly ancl c1istributecl to members free of charge 

lnquirics ancl other i 川orrr川 ion regarcling lhe socicly shoulcl be a町吋CI批ωIclrcs

Phycology， Shimotachiuri Ogawa Higashi， Kamikyoku， Kyoto， 602 Japan. The annua1 c1ues (1990) for overseas 

members are 7，000 Yen (Sencl the remitlance lO The.J apanese Sociely 01' Phycology at lhe above aclclress) 

Manuscript for publication shoulcl be submittecl c1irectly 10 lh巴EclilOI・in-Chief，Prof. Y. Aruga， Tokyo University 

of Fisheries， Konan-4， Minato-ku， Tokyo， 108 Japan. 
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日本藻類学会第15回大会のお知らせ

日本藻類学会第15回大会を下記の要領で開催します。奮ってご参加下さし、。

会 場:琉球大学教養部 干903-01沖縄県中頭郡西原町字千原 l番地

電話 098 (895) 2221 大学代表

会 期 :1991年 3月初日(火)編集委員会 ・評議員会

申 込 先:

27日(水)口頭発表 ・特別講演 ・懇親会

28日 (木) 口頭発表 ・展示発表 ・総会

29日 (金)寸海藻係集会

30日(土)J於琉球大学熱帯海洋科学センター

大会 ・懇親会 ・発表の申込票，発表要旨の送付，連絡は下記宛にお願いします。

干905-02沖縄県国頭郡本部町字瀬底3422

参加申込:

琉球大学熱帯海洋科学センター内

日本藻類学会第15回大会準備委員会

電話 0980 (47) 2888 (香村)

FAX 0980 (47) 4919 (発表要旨以外の通信のみ可)

1 )大会参加者は，発表の有無にかかわらず，本誌に綴込みの大会申込票に必要事項を記入して， 上記の第

15回大会準備委員会あて，お送り下さ L、。

2)大会費2，500円 (学生2，000門)，および懇親会費3，000円を同封の振替用紙でお送り下さL、。

送 金 先 振 替 鹿児島1-45036 日本藻類学会第15回大会準備委員会。

3)大会参加申込み，送金，下記の発表要旨送付の締切は1991年 1月10日です。

発 表.発表を希望される方は，本誌に綴込みの発表申込票に必要事項を記入し，発表要旨の原稿を添えて，

お申込み下さい。

1)発表には，口頭発表と展示発衰の 2種類があります。希望する方をOで囲んで下さい。

2) 口頭発表 :発表時間は，質疑応答の時閣を含めて15分です。

使用スライドは 35mm版，スライド枠には，図 1のように発表者氏名，発表番号(大会プログラムに

記されているもの)，スライド総枚数，映写順序，上辺マークを御記入下さL、。 同じスライドを繰返し

映写する場合は，それに見合う枚数を御用意下さい。

3)展示発表 パネノレの大きさは 題につき，縦 1.8m X横 0.9mのこ予定です。展示パネルの上部には，

図 2のように発表番号，政組，氏名，所属を明記して下さい。その他のスベースは自由に利用して下

さL、。

表題には 5cm以上，説明文には Icm以上の文字を使用し，文京U;l:.必要最小限にとどめて下さL、。

展示物の糊付けは27日午前中にお願L、します。

4)発表(口頭発表・展示発表)の中込は，本誌の綴込みの原稿用紙に要旨を記入して， 1991年 1月10日

必着で，上記の準備委員会宛におj送り下さL、。

原稿はそのままオフ七ット印!Iil]にlulします。タイプライター，ワード ・プロセッサー，パソコン等何

れを使っても結構ですが，印'7・は明瞭な黒字て・お願L、します。
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沖縄太郎 ト 氏名

使用スライド記入例

発表番号叶 15

図 1.

展示パネル説明図.図 2

宿泊案内 会場周辺には宿泊施設(ぎのわんセミナーハウス 宜野湾市内， 会場まで徒歩約10分)しかあ

りません。那瀬市内のパス停に近い宿泊施設を紹介いたします(大学近くまでの所用時間約40~50
分)。 下記の表を参考に直接予約下さ L、。大会期間中は観光シーズソにあたりますので，予約はお

早自にしてくださL、。

会場周辺(宜野湾市内)

地

ぎのわんセミナーハウス 2 ， 600~6 ， 000 898-4361 志真志

仮予約 (40名 シングノレ，ツイン， 和室など)してあります。希望者は平成 3年 1月15

日までに大会準備委員会宛お申込み下さ L、。準備委員会で調整後，申込者各{立に直接連絡

いたします。

在所TEL(098) 金料名設施

那覇市内

所在地とρ ス停

安里(安里)

牧志(牧志)

松川 (観音堂前)

安里(安里)

安里(安里)

東(パスタナノレ)

安里(安里)

松尾 (松尾)

松尾 (松尾)

松山 (ノミスターミナノレ)

松尾 (松尾)

旭町 (パスターミナノレ)

松尾 (松尾)

TEL (098) 

863-2131 

866-5421 

887-5000 

887-6023 

867-3116 

868-5771 

862ー1320

867-1191 

862-6161 

868-4515 

862-6121 

862-8181 

862-4243 

金

4，000 ( 6，000) 

4，200 ( 7，400) 

4，800 ( 8，400) 

5，000 ( 9，500) 

5，000 (10，000) 

5，150 ( 9，270) 

5，360 (10，300) 

5，500 ( 9，900) 

5，500 ( 9，800) 

5，500 (10，000) 

5，500 (10，000) 

5，650 ( 9，000) 

6，000 (11，400) 

ギ↓名

ローヤノレホテル

ホテル山市

沖縄郵便貯金会館

ニューオー γャンホテノレ

第一ホテノレ

ホテノレ共同

ホテルエメラノレド

共済会館八汐荘

ナハグランドホテノレ

ホテノレタイラ

のざき観光ホテノレ

自治会館

ホテノレ国際プラザ

設施



沖縄ホテノレ 6，600 (12，100) 884-3191 大道(坂下)

那覇セ ントラ ノレホテル 7，000 (13，000) 867-3466 牧志 (牧志)

沖縄不ニホテノレ 7，000 (13，000) 868-1118 西 (パス ター ミナノレ)

南西観光ホテノレ 7，500 (14，000) 862-7144 牧志 (安里)

ホテノレ西武オリ オン 8，000 (16，000) 866-5533 安里 (安里)

沖縄都ホテノレ 8，500 (14，000) 887-1111 松川 (観音堂前)

ハーパービューホテル 9，000 (18，000) 853-2111 泉崎 (パスターミナノレ)

沖縄グランドキャ ッスノレ 10，000 (15，000) 886-5454 山JII(山JII)
*宿泊料金はシングノレのルームチャー ジ料金です。括弧内はツイ ン料金です。

*那覇市内の宿泊施設は町名のみを示 してあります。括弧内は最寄りの市外パス停です。那覇市内のパ

ス停には市内線と市外線があり ますので御注意下さL、。

*那新空港から宜野湾市内の宿泊施設 (ぎのわんセ ミナーハウ ス)へは，高速パス (系統番号111)をご

利用下さい (琉大入口下車徒歩約 5分)。

*那覇市内から会場へは，琉大線 (系統番号98，琉球パス :琉大北口下車徒歩約 5分)，宜野湾線 (系

統番号97，那覇交通.流大東口下車徒歩約 5分)，石川 (首里経由)線 (系統番号25，那新交通:中

部商業高校前下車徒歩約15分)， 屋慶名 (大謝名経由)線 (系統番号27，那覇交通:中部商業高校前

下車徒歩約15分)をご利用下さL、。

日本藻類学会主催海藻採集会のお知らせ

下記の要領により瀬底島周辺での海藻採集会を開催します。ご希望の方は下記の琉球大学熱帯海洋科学セ ン

ターに直接お申込み下さL、。

l 期 日:1991年 3月28日(木)-3月31日(日)

2 日 程:(天候等により一部変更する場合もあ ります)

3月初日 (木)大会終了後，大学のパスで熱帯海洋科学センタ ーへ移動。または個人で行かれる方

は19:00にセンタ ーに到着のこと。

夕食 ・日程説明・セ ンタ ー宿泊

3月初日 (金)瀬底島周辺で採集 センタ ー宿泊

3月30日(土)憐瀬 (沖側海洋博記念公園近く)で採集 懇親会 ・セ ンタ ー宿泊

3月31日(日)朝食後，自由解散

3. 会場 :琉球大学熱帯海洋科学センタ ー

干905-02沖縄県国頭郡本部町字瀬底3422

電話 0980-47-2888 

FAX 0980-47-4919 

4 講師:北海道大学理学部 吉田忠生，国立科学博物館田中 次郎，

琉球大学熱帯海洋科学センタ 一 番村 真徳

5 参加費・臨海 クラブ費 l泊 350円

食 費 3食 2，000円

クリ ーニ ング代 550円

懇 親 会 費 1，000円

参加希望者に参加の可否，円程等の詳細をお送 りし， 参加希望日程，希望事項等を御返信いただき，

参加者の日程から参加費を算出， 納入期日など参加者各位に直接連絡いた します。

6 定 員 20名

希望者多数の場合には先着順としますので予めご了承下さL、。

7 申 込 ・1991年 1月末日までに梨Jlに 1)氏名， 2)連絡先， 3)所属を明記の上，上記の熱帯海洋科学

センタ ーに直J妾お申込み下さL、。

9 その他 係集具，標本作製 ・整理用品などはご，希望により 出来る限り用意いた します。潜水器具(マスタ ，

フィン，ウエヅトスーツ)は各自各御持参下さL、。



要旨原稿の体裁見本

0田中二郎本・伊藤真理科:褐藻アミジグサ科

のフクリンアミジとサナダグサの形態

アミジグサ目アミジグサ科のニセアミジ属とサナ夕、

，グサ属には日本産の種類としてそれぞれフクリンアミ，

-・・が中央部付近

で多糖になることがある。精子のうは表皮上に盛り上

がって形成される。

(本国立科博・植物研.将日本女子大・家政〉

0渡辺信本・ L.GARY:除:クラミドモナス目

とクロロコックム目(緑藻綱)の 6種における 2本

鞭毛遊走細胞の微細構造

Dunaliella laterali s (クラミドモナス目).包盟・

又iochloris soon又iosCl" erotosiohon botrvoide~ ， 

Tetracyst i s aerla， ・・・・・・

-には ABBがみら

れず BBのなす角度が大きく変化し， 細胞は裸であ

る。 (本富山大， 料オハイオ州立大〉



日本藻類学会第15回大会申込用紙

(フリガナ)

氏名:

連絡先(自宅・勤務先):⑤ 

大会・懇親会申込票

所属:

発 表: する(単独・連名)，しない。

懇 親 会: 参加，不参加。

送金額:(不必要な個所を消して下さL、。同封の振替用紙で御送金下さい。)

大会参加費 2，500円(学生 2，000円)

懇親会費 3，000円 送金合計額 円

発表 申 込 票

(連名の場合は演者が申込みをし，演者の左肩に*印をつけて下さい)

発表の種類(希望する方をOで閤んで下さL、)

口頭発表， 展示発表。

発表番号(当方で記入します): 

氏名(所属): 

演題:

連絡先:(連名の場合は演者) 宮雪





要旨原稿の書きかた

(1)横 100mm縦 150mmの枠内に24字X22行の印字

を標準とする。

(2)著者名，表題，要旨本文，所属の順に脅し

(3) 1行目は初めの 3字分(約 12.6mm)をあける。

(4)著者が複数の場合は，講演者にOをつける。

1; J IJ，ji;1 ‘i r' 

(5)表題が2行または3行にわたる場合は，初めの

1字分(約 4.2mm)をあける。

(6)表題と要旨本文との聞は 1行分あける。

(7)要旨本文は初めの 1字分をあける。

(8)所属は( )内に入れる。

(9)区読点は r，J (コンマ)と roJ(マル)を使う。






